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資料番号７ 

 
平成  年  月  日 
（  年） 

吹田市教育委員会 様  
教育環境整備協議会 
座長 北村 忠彦 

 
 

第 2 期学校規模適正化事業についての意見書（案） 
 
 
第 2 期学校規模適正化事業の取り組みの中で、子どもたちのより良い教育環境の整備・

充実を図るため、教育委員会により本年 9 月に教育環境整備協議会が設置された。この協

議会は、古江台小学校・青山台小学校・北千里小学校・古江台中学校・青山台中学校及び

古江台連合自治協議会・青山台連合自治会の各学校・ＰＴＡ・地域団体の代表１６名で構

成され、平成１９年（2007 年）９月２２日から○月○日までの○回にわたり開催し、意見

交換を行ってきた。 
協議会では、「地域を含めた児童の交流事業」「受け入れ校等の改修工事」「通学路の安全

対策」「統合後の学校名」などについて、相互に意見交換した内容を以下のとおり取りまと

め意見書として教育委員会に提出する。教育委員会においてこの意見書が十分尊重される

よう要望する。 
 
Ⅰ．地域を含めた児童の交流事業 

地域においては、内容の充実を図るために参加率を高めることや、ＰＴＡ同士で話し 
合い、地域の協力を得られるような取り組みを進めことを検討しますが、学校において

も以下について、工夫してほしい。 
（１）林間学習や遠足、調べ学習などの交流プログラムの工夫。 
 
Ⅱ．受け入れ校等の改修工事 
〔古江台小学校〕 
１．全体 
（１）校門が３か所あり、下駄箱も各学年で分かれており、警備箇所が広範囲となるなど

防犯上の重要な課題がある。警備員配置箇所（高学年門、低学年門）の追加。下駄箱

を施錠し、開閉しやすいものにし、緊急時の避難等に対応できるようにする。 
（２）鋼製ガラス窓のパテが劣化し、ひび、割れ箇所がほぼ校内全域に分布しており、ケ

ガの危険がある。アルミサッシ化してもらいたい。 
（３）建物が老朽化しており、腐食、亀裂が多数存在する。補強工事、塗装が必要である。 
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２．補修・改修工事等 
（１）窓のアルミサッシへの交換。（パテが劣化し、ガラスのひび、割れが校内全域に発生） 
（２）トイレの改修。（ニオイがひどい。換気・排水が機能していない。タイルの剥離） 
（３）渡り廊下（４年生教室・６年生教室間）の改修。（樹脂屋根の劣化、てすり・柱に腐

食、壁に損傷） 
（４）低学年教室の雨漏り補修、室内の段差の解消。（負傷例が多い） 
（５）図書室天井の断熱工事、巨大な亀裂の補修。（耐震性危惧）。 
（６）校舎床を連結する金属板の修理。（劣化し転倒の危険性） 
（７）低学年手洗い場の改修。（老朽化し不衛生） 
（８）プール更衣室の改修。（狭い・換気が悪い・暑くて不衛生） 
（９）図書室の天井扇設置。 
（１０）下駄箱の改修。（扉が重く施錠しにくい） 
（１１）体育館北側に下駄箱設置。 
（１２）備品収納倉庫の設置。（体育館横倉庫同等） 
（１３）廊下のカーブミラー交換。（鏡面劣化）。 
（１４）理科室横中庭通路のカーブミラー等の設置。（通路が狭く危険） 
（１５）道路から丸見えの理科室への不審者侵入防止策。（窓への筋交い棒、室内側カギ設

置） 
（１６）職員室の改善（スペース確保、パソコン・プリンタの増設、電気配線容量増、掲

示板増） 
（１７）理科室前、中庭通路の舗装。（ぬかるみ。体育館通路が泥だらけ） 
 
３．その他 
（１）低学年天井のガラス窓が掃除できず、破損時に落下の危険性。 
（２）廊下の高所窓の掃除ができない。ほこりで汚く不衛生なむき出し配線の解消。 
（３）体育館中庭のレイアウトが悪いため、ゴミが放置されやすく不衛生、安全面からも

問題。植木の剪定で見通しもよくする。 
 
〔青山台小学校〕 
１．青山台地区コミュニティの拠点としての小学校の整備 

「千里ニュータウン再生指針」に対して、ＰＴＡとして、学校づくりとまちづくりを 

合わせて構想し、青山台小学校を拠点として、新たな３世代日常交流の空間（学校）

をつくることを提言しています。 

これに加えて、災害避難場所としての小学校の整備、住区民・地域のサポート体制の 

構築が望まれます。 
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２．補修・改修工事等 

（１）校舎の建て替え、もしくは全体のリフォーム。 

（２）正面玄関エントランスの改修。 

（３）校舎外装の塗装。 

（４）校舎天井の照明改善や塗装。（低いため、暗く非常に圧迫感がある） 

（５）トイレの全面改修。（低学年、学童、職員室横などが古く、暗い、汚い、臭い） 

（６）トイレのドアが低すぎる。（道路から窓越しに見えそうなトイレもある） 

（７）手洗い場をカラータイル等に改装。古い蛇口の交換。 

（８）ＰＴＡ室の整備。床面の張り替え。 

（９）各教室の扉、内装、手洗い場の改修。 

（１０）教室の冷暖房完備。天井扇の設置。 

（１１）更衣室の設置。 

（１２）学年玄関・廊下の整備。（各学年玄関が暗い。下足箱も古く、長靴が入らない） 

（１３）廊下の改修（黒ずみ老朽化。排水口がないため、デッキブラシで掃除しても水を

流せない。下階に水が漏れる） 

（１４）廊下の給食袋、体操服のフック？ 

（１５）体育館床の補強。耐震性の確保。（地盤沈下危惧） 

（１６）体育館前、階段部分の改修・修理（タイル剥離・ヒビ割れなど） 

（１７）プールの改修。（底が破損して危険） 

（１８）中庭の金網フェンスの更新。（侵入者防止のフェンスや門扉に交換）。 

（１９）職員室、校長室の改修。 

（２０）宿直室の整備。（エアコン、ガス設備設置） 

（２１）遊具の整備。 

 

３．その他 

（１）バス通り側に正門の位置を変更。 

（２）道路に学校の標識を設置。（学校の場所がわかりにくい） 
（３）職員室の移動。（運動場が見えず、教室との距離も遠くて不便。安全性も危惧） 

（４）校舎が迷路のようで教室がわかりにくい。 

（５）体育館横の水性生物観察池や鳥小屋の整備。 

（６）屋上緑化、ソーラー発電、ビオトープ等。 

（７）２階教室への給食運搬の改善。 

（８）校内の一角に芝生スペースを。 

（９）校内の「空洞のあるポプラの木」の伐採。 
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Ⅲ．児童の通学路の安全確保 
（１）青小南門を出て、やなぎ橋を渡り青山公園とＵＲの間を抜ける道に横断歩道を設け

てほしい。 
（２）青山台幼稚園とこでまり公園の間の道路を循環器病センター方面へ進む道路に、歩

道を示す白線を引いてほしい。 
（３）青山台 1 丁目のＣ４２棟から 2 丁目に出るＴ字路へ横断歩道やボタン信号機を設置

してほしい。 
（４）こでまり公園の樹木を剪定し、見通しをよくしてほしい。 
 
Ⅳ．統合後の学校名 
 
 
 
Ⅵ．その他 
（１）警備員配置箇所の追加。（古小：高学年門・低学年門） 
（２）地域のスポーツクラブ等も使いやすい体育館に。（青小） 

（３）南門の警備員の常時配置。（青小） 

（４）生徒の学校入退出システムの導入。（青小） 
（５）図書司書の常駐。（青小） 

（６）学童の６年生までの受け入れ。（青小） 

（７）単学級の解消。単学級の場合も、複数年度は複学級の編成を。（青小） 

（８）教員の加配。（青小） 

（９）学校維持費の増額。（青小） 

（１０）交流事業を十分に取り組むために、統廃合の平成 20 年度（2007 年度）実施を猶

予してほしい。（第 2 回） 
（１１）ＰＴＡや地域の体育振興会、青少年対策委員会等から、市議会での議決後 3 ヶ月

の平成 20 年度（2008 年度）では統合の準備期間として、少し足りないという意見

が出ている。（第 2 回） 


